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らしめるために, 同種顎骨骨粉, 骨組織と組成の類似 した燐灰石, 歯髄覆宰剤 ･根管充填剤として利用さ
れている水酸化カルシウム等を抜歯寓に埋入 してそれらの検討を行なった｡
第 1篇 開放及び閉鎖正常抜歯創の治癒
実験方法 健康な成犬13頭を用い, 両側下顎小臼歯部を抜歯し, 右側を開放抜歯創, 左側は腸線縫合 ･
接着剤塗布による閉鎖抜創として, 抜歯後3日より20カ月に亘って検索した｡ 実験結果 1) 開放創は閉
鎖創に較べて初期の治癒過程が若干遅れるが,20口以降両者に差異はなかった｡ 2)抜歯駕の新生骨梁
は, 抜歯後7日頃より, 徳底部から簡壁中央部にかけて出現 した｡ 3)抜歯創の一応の治癒は抜歯後40
日頃であるが, 治癒過程が終ったとみなしうるのは,10-20カ月後である｡ 4) 接着剤は初期の上皮cj)
治癒促進に役立ち, 属所為害作用はなかった｡ 5) 抜歯創の治癒に対して, 骨膜に多 くの意義を見出せ
なかった｡
第 2 篇 同種顎骨骨粉の埋人について
実験方法 成犬24頭を用い, 抜歯直後の小臼歯部抜歯常に同種凍結乾燥顎骨骨粉を埋入し, 腸線縫合 ･
接着剤塗布を行なった｡ 骨粉は脱脂と, 非脱脂の二群で, 各々を大きさ大 (12-24メッシュ) 中 (24-
50メッシュ) 小 (50-100メッシュ) に三分し, 比較検討した｡
実験結果 1 ) 同種凍結乾燥顎骨骨粉は局所に対し良好な親和性を示 し, 抜歯寓の治癒を促進 した｡ 又
歯槽骨上縁部の吸収を抑制し, 抜歯に伴う歯槽堤の退縮をある程度防 ぐ働きがあった｡ 2)骨粉の大き





実験方法 成犬12頭を用い, 下顎小臼歯郡抜歯寓に燐灰石 (50-100メッシュ) 及び歯髄覆雫剤 ･根管
充填剤として応用され硬組織形成能があるといわれている水酸化カルシウムを埋入して, 埋人後10日より
6カ月後に亘って検索した｡ 実験結果 1) 燐灰石は上皮の治癒に対しあまり為害作用はないが, 披歯駕
壁に沿って破骨細胞の出現著しく, 抜歯寓を拡大する傾向にあるが, 燐灰石は3カ月後頃より吸収され始
め, 抜歯蘭内の骨梁新生も始まり治癒に向った｡ 歯槽堤頬舌側には対照よりやや旺盛な骨梁新生がみられ
た｡ 2)水酸化カルシウムは抜歯席の治癒を著しく障碍し, 二次感染を誘発し, 歯槽骨上縁部の吸収も
顕著であった｡ 然し歯槽堤顕舌側には旺盛な骨梁新生があった｡
以上の実験より, 歯槽骨は種々の刺激に対 して鋭敏に反応する組織であり, 歯槽骨に親和性を持つ物質
を抜歯徳に埋入することによって歯槽骨の吸収を防ぎ, 骨梁新生を促 し, 歯槽骨の形態並びに機能を良好
ならしめ得ることを明らかにした｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯科領域では, 抜歯後補綴物を口腔内に装着して, 機能の回復を計る方法が非常に進歩しているが, そ
の機能をじゅうぶんに発揮し得るか, いなかについてはその局所の歯槽骨の状態が重大な要因となる｡
そのため下記の研究を行なった｡ すなわち成犬を用いて抜歯後, 抜歯創を縫合, 接着剤を塗布して閉鎖
したものと, 抜歯後開放したものとについて比較検討して, 開放創は閉鎖創に比して初期の治癒過程は若





以上の実験から歯槽骨は種 々の刺激に対 して鋭敏に反応する組織であり, 骨粉のごとき歯槽 骨に親和性
を持つ物質を抜歯席に埋入することにより歯槽骨o) 吸 収を防 ぎ, 骨梁新生を促し, た射曹骨の形態を補綴物
装着のために良好ならしめ得ることを明らかとした｡
本論又は学問的に有益であって医学博上の学位論文として価値あるものと認める｡
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